
                      　民間企業における障害者雇用に関する次の記述ア～エのうちには妥当なもの
が二つある。それらはどれか。なお，民間企業の障害者雇用の動向については，「令和
４年 障害者雇用状況の集計結果」に基づくものとする。
ア．民間企業における法定雇用率は ２０２３ 年４月現在，２．３ ％である。
イ．民間企業の８割が法定雇用率を達成している。
ウ．民間企業に雇用されている障害者数は １００ 万人を超えている。
エ．民間企業で雇用されている障害者について障害種別にみると，身体障害者が最も多

い。

１．ア，イ
２．ア，ウ
３．ア，エ
４．イ，ウ
５．イ，エ
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                          子どもの福祉のための養子縁組制度である特別養子縁組制度に関する次の記
述のうち妥当なのはどれか。
１．特別養子縁組は，養親となる者と養子となる者の同意により成立する。
２．特別養子縁組が成立するには，養子となる者が６歳未満でなければならない。
３．養親となる者は，養子となる者と ３０ 歳以上の年齢差がなければならない。
４．縁組の成立により，原則として養子と実父母との親族関係は終了する。
５．縁組の成立後は，いかなる理由があっても離縁することは認められない。
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                      　セルフ・サービング・バイアスに関する例として最も妥当なのはどれか。
１． A さんは，期末試験に失敗した際，自分が努力しなかったにもかかわらず，失敗
の原因を試験問題が必要以上に難しかったためだと考えた。

２． B さんは，友人のCさんがやむを得ない事情で遅刻したにもかかわらず，Cさん
が時間にだらしないためだと考えた。

３． D さんは，タレントのEさんが単に役柄で医者を演じているだけなのに，Eさん
の知性を高く評価するようになった。

４． F さんは，スポーツ選手のGさんのファンである。Gさんのファンは実際はそれ
ほど多くはないが，Fさんは周囲の大多数の人もGさんのファンだと思っている。

５． H さんは，今日のスピーチでミスをするのではないかと気にしていたら，やは
り重要なポイントを言い忘れてしまった。
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